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研 究 目 的
近年，eラーニングは時間や場所に捉われない
利点や，反復学習など学習者個人に応じた個別の
学習が機械的に行われたり，その学習形態が多様
化するなど，高い学習効果が期待されており，企
業や学校，そして個人などありとあらゆる面で利
用されている．その一方でe-ラーニングは学習の
強制力を持たないことなどから，動機づけ問題が
指摘されてきた．そこで，本論文は動機付けのた
めに提唱されたARCSモデルに着目し，実証事例
を用いながら eラーニングを使った複数の学習形
態に対してARCSモデルを当てはめ，動機づけの
視点からは各々にどのような差異があるのかを明
らかにする．そして，それぞれの弱点には下位分
類の追加を，長点に対しては eラーニングの利点
を活かした強化を ARCSモデルに追加していき，
「個別学習」，「一斉学習」，「協働学習」それぞれに
適したARCSの改善モデルの提示を試みた．
成　　　果
個別学習では主に ARCSモデルの中の「注意
（Attention）」の要因，とりわけ探求心を刺激す
る側面が弱いことが分かった，そこで探求心の刺
激を強めるためにラーニングマネージメントシス
テム，ゲーミフィケーション等を活用して競争
心，認知的不協和を誘発してこれを解決する方略
を提示した．
一斉学習は参考事例の結果から，外的強化が強
いがゆえに学習者のモチベーションが外的強化か
ら内発的動機付けへ移行されないのではないかと
いう考えに至った．そこで一斉学習では主に「注
意」「関連性」でどれだけ内発的強化につなげら
れるかを前提に下位分類の追加，強化を行った．
一例として，個別学習で提示した方略に加えて，
複数の学習者を能力別にグループ化したり，リア
ルタイムでも情報共有が簡易にできる環境を作っ
たりなど同期型の性質を生かした内的動機づけを
意識した方略などが挙げられる．
協働学習は他の学習形態と比べて「注意」や「関
連性」の動機づけを促す特徴が多くみられたが，
「満足感」に一致する項目が圧倒的に少なかった．
特にグループ学習や学習者，問題解決そのものに
対する評価を公平な基準から行うことが極めて困
難であり，こうした構成主義の弱点が「満足」の
動機づけを弱めてしまい，次の学習に対する持続
的な意欲を保てなくなると推察した．そこで，「関
連性」「自信」にグループと個人を区別すること
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を前提に，客観的評価と主観的評価を両立させる
下位分類と方略を追加することで「満足」の動機
づけを高める考えを示した．具体的には学習目標
を個人とグループの 2つそれぞれ用意し，学習の
際には，一斉でLMS機能が担っていた「モニタリ
ング・コントロール」をグループメンバーが係り
として担う．そして，評価の際に他グループの同
じ係り同士とフィードバックを行い合い，自グ
ループでもメンバー同士でもグループと個人の評
価を行う．そして最後に他者評価を参考にしつつ
自己評価を行うというものである．こうして，公
平さの認識を向上させることで「満足」の動機づ
け（持続的な学習意欲）を高めることができる．
結　　　論
eラーニングによる個別学習は “掴み”としての
「注意」の動機づけ要因が，協同学習は学習意欲の
持続を支える「満足」の要因が欠けていることが
分かった．また，一斉学習は外的な強化要素が強
いため，いかに「注意」「関連性」の項目を内発的
側面から強化して学習者の学習意欲を促進するか
が重要という結論に至り，それぞれを補う下位分
類とその方略を提示してきた．ただし，各学習形
態には明確な境界線がなく，それぞれの学習形態
を組み合わせた新しい eラーニング形態も現れて
いるため，必ずしも本論で提示した下位分類の追
加項目が十分に有効に機能するとは限らないた
め，今後の分野ではさらなる検討の必要があると
思われる．
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